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私
は
、リ
ニ
ア
開
発
を
控
え
た
「
駅
西
」

で
、い
か
な
る
民
間
主
導
の
公
民
連
携「
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
ま
ち
づ
く
り
」
が
求
め
ら

れ
る
か
。「
な
ぜ
駅
西
で
リ
ノ
ベ
ま
ち
づ

く
り
な
の
か
」「
誰
が
す
る
の
か
」「
ど
こ

で
す
る
の
か
」
を
考
え
て
い
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

■
駅
西
と
リ
ニ
ア
中
央
新
幹
線

名
古
屋
市
は
一
九
六
四
年
の
東
海
道
新

幹
線
開
通
の
頃
に
、
駅
西
を
開
発
し
て
い

き
ま
す
。
名
古
屋
市
は
こ
う
書
い
て
お
り

ま
す
。「
終
戦
後
の
駅
裏
は
…
…
犯
罪
の

温
床
と
ま
で
い
わ
れ
、
闇
市
、
愚
連
隊
、

暴
力
、
売
春
な
ど
の
巣
窟
を
な
し
、
白
昼

堂
々
と
犯
罪
が
行
わ
れ
…
…
多
く
の
不
法

建
築
物
が
あ
っ
て
、
そ
の
間
に
怪
し
げ
な

旅
館
、
ア
パ
ー
ト
な
ど
が
櫛
比
し
、
都
市

計
画
上
、
文
字
通
り
癌
と
な
っ
て
い
た
。」

（
名
古
屋
市
、
一
九
六
四
、『
駅
西
都
市
改

造
の
あ
ゆ
み
』）。
駅
西
は
、
行
政
に
こ
こ

ま
で
言
わ
れ
る
所
だ
っ
た
。

そ
の
駅
西
が
今
ど
う
な
る
か
。
リ
ニ

ア
中
央
新
幹
線
が
、
名
古
屋
駅
を
貫
通

す
る
わ
け
で
す
。
名
駅
の
西
す
ぐ
そ
ば

が
椿
町
、
さ
ら
に
西
に
行
く
と
駅
西
銀

座
通
商
店
街
で
す
。
ま
ず
「
都
市
再
生

緊
急
整
備
地
域
」
と
い
う
も
の
が
あ
り

ま
す
。
栄
か
ら
名
古
屋
駅
ま
で
が
指
定

さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
建
物

の
容
積
率
が
緩
和
さ
れ
、
名
駅
東
側
に

ミ
ッ
ド
ラ
ン
ド
な
ど
高
層
ビ
ル
が
建
っ
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た
。
こ
う
し
て
民
間
主
導
に
よ
る
再
開
発

が
誘
発
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
リ
ニ
ア
上
部
利
用
地
構
想

そ
の
上
で
、
リ
ニ
ア
の
「
上
部
利
用
地

構
想
」
が
立
ち
上
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。

二
〇
一
六
年
度
に
名
古
屋
市
は
、
地
元
に

対
し
て
上
部
利
用
地
構
想
を
提
示
し
ま
し

た
。
今
日
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
田
中
さ
ん
の

よ
う
な
事
業
者
の
方
、
住
民
の
方
々
が
、

そ
の
構
想
に
ど
う
関
わ
っ
て
い
く
の
か
が

ポ
イ
ン
ト
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
防
災
公
園
に
す
る
と
か
、
タ
ク

シ
ー
と
か
バ
ス
の
滞
留
所
に
す
る
と
か
、

そ
う
い
う
案
が
出
て
い
る
わ
け
で
す
。
さ

て
、
リ
ニ
ア
上
部
用
地
を
ど
う
確
保
す
る

か
と
い
う
と
、「
全
国
新
幹
線
鉄
道
整
備

法
」
に
基
づ
い
て
、
Ｊ
Ｒ
東
海
が
名
古
屋

市
の
外
郭
団
体
で
あ
る
「
名
古
屋
市
ま
ち

づ
く
り
公
社
」
に
買
収
を
委
託
し
た
。
こ

れ
に
よ
っ
て
、
地
権
者
と
名
古
屋
市
と

Ｊ
Ｒ
東
海
の
三
者
の
関
係
が
見
え
て
き
ま

す
。駅

西
の
東
側
に
椿
町
が
あ
り
ま
す
。
則

武
二
丁
目
、
竹
橋
町
が
あ
り
ま
す
。
リ
ニ

ア
上
部
利
用
地
が
、
こ
の
太
線
部
分
で
す
。

リ
ニ
ア
新
幹
線
は
地
下
へ
潜
る
わ
け
で
、

そ
の
上
部
を
利
用
す
る
た
め
に
、
用
地
買

収
し
て
い
く
。
二
〇
一
八
年
ま
で
に
取
得

予
定
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
あ
ま
り
進
ん

で
い
な
い
。

一
方
、
駅
西
銀
座
通
商
店
街
は
四
五
〇

ｍ
。
半
径
二
〇
〇
ｍ
超
の
ス
モ
ー
ル
エ
リ

ア
で
す
。
上
部
利
用
地
が
今
ど
う
な
っ
て

い
る
か
と
い
う
と
、
写
真
の
よ
う
に
な
っ

て
い
ま
す
。
風
俗
街
が
連
な
っ
て
い
て
、

そ
の
周
り
に
ホ
テ
ル
と
か
、
居
酒
屋
が
あ

る
と
い
う
状
況
で
す
。

 

■
椿
神
明
社
と
い
う
シ
ン
ボ
ル

も
う
一
つ
、「
椿
神
明
社
」
と
い
う
場

所
が
あ
り
ま
す
。
田
中
さ
ん
は
、
こ
の
よ

う
に
お
っ
し
ゃ
ら
れ
て
い
ま
す
。「
椿
神

明
社
は
、
椿
町
の
中
の
絶
対
的
な
シ
ン
ボ

ル
で
あ
る
。
リ
ニ
ア
で
ま
ち
を
開
発
し
て

い
く
に
し
て
も
、
椿
神
社
と
い
う
シ
ン
ボ

ル
を
維
持
し
た
形
の
新
し
い
神
社
を
造
っ

て
い
く
こ
と
が
大
前
提
だ
」。「
神
社
を
建

て
る
上
で
、
緑
の
広
場
を
造
っ
た
り
、
イ

ベ
ン
ト
が
で
き
た
り
と
か
、
わ
れ
わ
れ
が

守
っ
て
き
た
歴
史
の
象
徴
＝
神
社
を
ど
う

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
す
る
か
。
リ
ニ
ア
が
通
る

ル
ー
ト
に
イ
ン
フ
ラ
を
、
ま
ち
づ
く
り
協

椿町のリニア上部利用地 駅西銀座通商店街

椿神明社
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議
会
の
株
式
会
社
が
運
営
で
き
れ
ば
良
い

と
思
っ
て
い
る
」。
こ
こ
に
、
清
水
先
生

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
「
家
守
会
社
」
と

か
、「
Ｐ
Ｐ
Ｐ
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
」
の
可
能

性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
な
と
私
は
考
え

て
お
り
ま
す
。

二
〇
一
六
年
二
月
、
名
古
屋
駅
太
閤
通

口
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
は
「
防
災
公
園

（
椿
シ
ン
ボ
ル
）」
の
構
想
を
出
し
ま
し

た
。
二
〇
一
六
年
七
月
、
名
古
屋
市
も
防

災
広
場
の
方
針
を
決
め
て
い
る
。
こ
れ
は
、

清
水
先
生
の
言
葉
で
言
う
と
「
大
き
い
リ

ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
」、
公
共
施
設
の
再
編
の

可
能
性
を
秘
め
て
い
る
。

■
「
家
賃
断
層
」
と
「
人
口
コ
ー
ホ
ー
ト
」

名
古
屋
駅
西
側
は
、
地
価
公
示
価
格
が

全
国
で
ト
ッ
プ
の
上
昇
率
を
迎
え
ま
し
た
。

ビ
ッ
ク
カ
メ
ラ
が
あ
り
、
ホ
テ
ル
が
あ
り
、

そ
の
隣
に
あ
る
「
井
門
名
古
屋
ビ
ル
」
が

三
二・三
％
の
上
昇
率
だ
っ
た
わ
け
で
す
。

私
は
「
家
賃
断
層
図
」
を
駅
西
で
つ

く
っ
た
の
で
す
が
、
赤
が
路
線
価
一
㎡

一
〇
〇
万
円
、
青
が
路
線
価
一
㎡
二
〇
万

円
と
い
う
所
で
す
。
名
駅
か
ら
東
へ
、
赤

か
ら
黄
、
青
、
真
っ
青
と
い
う
形
に
な
っ

て
い
く
。「
家
賃
断
層
」
が
、
椿
神
明
社

を
区
切
り
に
現
れ
て
い
る
こ
と
が
よ
く

分
か
る
と
思
い
ま
す
。
椿
神
明
社
を
経

て
、
駅
西
銀
座
通
商
店
街
は
、
ま
だ
ま
だ

路
線
価
で
見
る
と
低
い
状
態
に
な
っ
て
い

る
。
駅
西
銀
座
は
、
昔
な
が
ら
の
商
店
街

で
す
。
あ
ま
り
活
性
化
は
し
て
い
な
い
。

シ
ャ
ッ
タ
ー
が
下
り
た
店
舗
が
連
な
っ
て

い
る
。
こ
こ
で
、「
小
さ
い
リ
ノ
ベ
ー
シ
ョ

ン
」
が
行
え
る
の
で
は
な
い
か
。

次
に
、
駅
西
の
人
口
コ
ー
ホ
ー
ト
、
こ

こ
で
は
「
世
代
」
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。

二
〇
一
一
～
二
〇
一
六
年
の
人
口
増
加
・

減
少
を
見
る
と
、
椿
町
は
、
少
し
高
齢
化

が
進
ん
で
い
る
。
竹
橋
町
は
、
住
宅
街
で

す
け
れ
ど
も
、
か
な
り
高
齢
化
が
進
ん
で

い
る
。
則
武
二
丁
目
、
つ
ま
り
商
店
街
の

北
側
の
み
二
〇
～
四
〇
代
が
増
加
し
て
い

ま
す
。
若
い
人
口
が
増
え
て
い
ま
す
。
ど

う
し
て
な
の
か
と
考
え
る
と
、
新
築
マ
ン

シ
ョ
ン
が
次
々
と
立
っ
て
い
る
か
ら
で
す
。

こ
う
い
う
き
ら
び
や
か
な
高
層
マ
ン
シ
ョ

ン
を
造
ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、

こ
の
広
告
写
真
の
中
に
、
駅
西
の
も
の
は

駅西に押し寄せる高層マンション群 ⁴



38

ひ
と
つ
も
あ
り
ま
せ
ん
。
全
部
、
駅
東
の

写
真
で
構
成
さ
れ
て
い
る
。
土
地
の
歴
史

も
文
化
も
消
さ
れ
て
い
る
の
で
す
。

■
大
き
な
リ
ノ
ベ
／
小
さ
な
リ
ノ
ベ
ま
ち

づ
く
り

リ
ニ
ア
上
部
は
、「
大
き
い
リ
ノ
ベ
ー

シ
ョ
ン
」
を
し
て
い
く
と
し
た
ら
、
岡
崎

で
や
っ
て
い
た
よ
う
な
「
大
き
い
リ
ノ

ベ
」
と
「
小
さ
い
リ
ノ
ベ
」
を
組
み
合
わ

せ
る
と
い
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま
す
。
半

径
二
〇
〇
ｍ
の
駅
西
銀
座
通
商
店
街
、
則

武
二
丁
目
、
竹
橋
町
を
リ
ノ
ベ
し
て
い
き
、

こ
れ
を
組
み
合
わ
せ
て
回
遊
性
や
、
そ
の

エ
リ
ア
の
価
値
を
上
げ
て
い
く
。
地
価
を

上
げ
て
い
く
こ
と
が
必
要
な
の
で
は
な
い

か
。
公
民
連
携
リ
ノ
ベ
ま
ち
づ
く
り
で
、

駅
西
を
ど
う
し
て
い
く
か
、
と
い
う
こ
と

を
こ
れ
か
ら
考
え
て
い
き
た
い
と
思
っ
て

い
ま
す
。

【
文
献
】

清
水
義
次
，
二
〇
一
四
，『
リ
ノ
ベ
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シ
ョ
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ま

ち
づ
く
り
―
―
不
動
産
事
業
で
ま
ち
を
再
生
す

る
方
法
』
学
芸
出
版
社
．

嶋
田
洋
平
，
二
〇
一
五
，『
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い
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ら
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つ
く
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―
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ぼ
く
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リ
ノ
ベ
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シ
ョ
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ま
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づ
く
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．
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二
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１
０
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―
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名
古
屋
駅

西
側
の
再
編
を
め
ぐ
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『
ま
ち
づ
く
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体
制
』

の
構
築
」『
計
画
行
政
と
中
部
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二
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三
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．

社
会
調
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習
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，
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名
古
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中
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街
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開
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政
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駅
西
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商
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イ
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パ
ク
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夜
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戦
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』
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市
立
大
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人
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．
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会
調
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実
習
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班
，
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〇
一
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，『
交
錯
す
る

リ
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構
想
―
―
名
古
屋
駅
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ぐ
る
「
ま
ち
づ
く
り
体
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構
築
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